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１．概要（Summary ） 

粘着剤には架橋剤や粘着付与剤など様々な添加剤が

添加されている。また、接着の際は物質の表面における

相互作用が寄与している。粘着製品の開発において、粘

着剤などの高分子表面の物質の分布状態を把握すること

は、製品設計をするうえで重要と考えられる。そのため、

TOF-SIMS による表面分析技術を確立し、要求性能に

合った製品開発へ結び付けたいと考えている。 

 

２．実験（Experimental） 

利用機器：TOF-SIMS 

TOF-SIMSによる高分子のようなソフトマター測定の可

能性を検討した。ポリアクリル酸エステルにスチレンオリゴ

マーを添加し、この有機溶媒溶液をフィルム上に塗布、乾

燥して得られた被膜の表面を測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 TOF-SIMS による測定の結果、ポリアクリル酸エステル

と考えられるフラグメントイオンが検出された。また、スチレ

ンオリゴマー由来と考えられるフラグメントイオンも合わせ

て検出された。スチレンオリゴマー添加量を変化させた試

料の測定において、スチレンオリゴマー由来のフラグメント

イオンのカウント数が添加量には比例せず、あるカウント

数で一定となる傾向が確認された。このことから、表面に

存在できるスチレンオリゴマー量には上限があると考えら

れる。 

 また、今回の検討により高分子の各成分由来のフラグメ

ントイオンが検出可能であることが判明したため、本装置

でソフトマターの測定が可能と考えられる。 
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